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 要  旨 
近年、人間関係の希薄化と個人の独立化という社会現象が問題視されている。家族や親し
い人間同士が離れて生活する現象が増加する中、高齢者が特別な例として挙げられる。ひと
りで暮らす高齢者や夫婦世帯のみで暮らす高齢者の数が、急激な高齢化社会において年々増
加している。このことは、高齢者の社会的な隔離とアクティビティの欠如や、高齢者と隔世
代間での交流の欠如など多くの身体的・精神的問題につながっている。 
本論文では、これらの問題点を軽減し、遠隔地に住む隔世代間のつながり感を支援するこ
とを目的とした、期待感を持続させるフィジカル・エクササイズ・ゲームを提案する。期待
感を持たせるための中断機能とフィジカルエクササイズを促すための練習・再現機能を持た
せたリアルタイムゲームを構築することによって、高齢者と隔世代間での交流が深められ、
高齢者の健康促進につながることを目指す。 
まず、従来の遠隔コミュニケーションの研究、フィジカル運動に関する研究を高齢者向け
と一般人向けに分け、それらの研究において、どのような問題があるかについて分析した。
その分析をもとに、問題解決するためのアプローチを検討し、期待感を持続させるフィジカ
ル・エクササイズ・ゲームを提案した。設計は高齢者と子供を対象として、彼らの特性、ス
ポーツの特性とゲームの特性に従って設計した。 
また、高齢者の健康促進を考慮して、従来型のシステムよりもっと体を動かせるように加
速度センサを用いて、走る、腕を振る動作のあるゲームとした。また、再現・練習機能を導
入し、一人でも運動でき、かつ技術面で高齢者と隔世代間のレベル差を無くすようにした。
さらに、ゲームが楽しく、お互いへの思いやりを持ちながらゲームを続けられるように、中
断機能をもたせた。 
最後に、提案したゲームの例題としてテニスゲームをとり上げ、ユーザインタフェースの
設計及びプロトタイプシステムの実装を行った。提案したシステムでの有用性を検証するた
めの評価実験を行った。まずシナリオ実験を行い、システムが概ね正常に動作することを確
認した。また、自由実験では、提案したシステムの機能、インタフェースによる定性的な評
価を行い、概ね良好な結果を得た。 
 
